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新
幹
線
と
在
来
線
の

同
一
ホ
ー
ム
乗
換
事
業

は
、
新
潟
県
が
事
業
費

の
一
部
（
四
億
四
千
五

百
四
六
万
三
千
円
）
を

負
担
し
て
い
る
。
同
一

ホ
ー
ム
で
新
幹
線
か
ら

信
越
線
や
白
新
線
の
乗

換
え
が
可
能
と
な
り
利

便
性
が
向
上
す
る
。

（
写
真
は
新
潟
市
資
料
使
用
）

　

最
近
新
潟
駅
周
辺
で
何
や
ら
工
事
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

る
。
こ
れ
は
新
潟
駅
周
辺
整
備
事
業
で
あ
る
。

現
在
の
Ｊ
Ｒ
在
来
線
を
高
架
化
し
踏
切
の
除
却
、
南
北
道
路
の

一
体
化
整
備
、
新
幹
線
と
在
来
線
の
同
一
ホ
ー
ム
に
よ
る
乗
換

え
利
便
性
向
上
等
の
連
続
立
体
交
差
事
業
。

　

万
代
広
場
や
駅
南
広
場
の
整
備
や
高
架
下
交
通
広
場
を
整
備

す
る
駅
前
広
場
整
備
事
業
と
幹
線
道
路
整
備
事
業
で
あ
る
。

　

現
在
の
工
事
予
定
は
、
高
架
暫
定
開
業
が
平
成
三
〇
年
と
さ

れ
、
高
架
全
面
開
業
が
平
成
三
三
年
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
暫

定
開
業
で
は
、
新
潟
駅
の
高
架
ホ
ー
ム
三
面
四
線
供
用
と
新
幹

線
と
在
来
線
の
同
一
ホ
ー
ム
供
用
、
越
後
線
高
架
完
成
、
信

越
・
白
新
線
高
架
二
線
分
完
成
、
米
山
・
天
神
尾
踏
切
撤
去
、

八
千
代
橋
か
ら
北
越
高
校
の
新
潟
鳥
屋
野
線
供
用
開
始
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。

　

北
陸
新
幹
線
開
業
に
伴
う
問
題
と
さ
れ
て
い
た
、
上
越
新
幹

線
の
走
行
本
数
に
与
え
る
影
響
は
、現
行
の
上
越
新
幹
線「
た
に

が
わ
」枠（
往
復
二
〇
本
／
日
）が
北
陸
新
幹
線
枠
に
移
行
し
、

北
陸
新
幹
線
増
加
分
と
相
殺
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

北
陸
新
幹
線
増
加
分
が
そ
の
ま
ま
東
京
～
大
宮
間
及
び
大
宮
～

高
崎
間
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
圧
迫
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。
現

在
東
京
～
大
宮
間
は
、
上
越
新
幹
線
、
長
野
新
幹
線
、
東
北
新

幹
線
の
三
路
線
が
混
在
し
て
お
り
、
上
り
下
り
合
わ
せ
一
日
三

一
七
本
運
行
し
て
い
る
。一
時
間
に
延
べ
一
七
・
六
本（
往
復
八
・

八
本
）と
な
っ
て
い
る
。
新
幹
線
の
運
行
時
間
を
午
前
六
時
か

ら
午
後
十
二
時
と
し
て
、
延
べ
本
数
の
平
均
割
で
算
出
し
た
。

　

今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
新
幹
線
の
運
行
本
数
が
増
加
し
た
場
合

は
、
東
京
～
大
宮
の
処
理
能
力
が
問
わ
れ
る
。

　

北
陸
新
幹
線
の
運
行
本
数
や
、
上
越
妙
高
駅
に
停
車
す
る
本

数
は
ま
だ
明
ら
か
に
な
っ

て
い
な
い
。
新
潟
県
は
北

陸
新
幹
線
の
建
設
負
担
金

を
一
千
六
百
三
八
億
円
も

支
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら

県
の
発
展
や
県
民
の
利
便

性
に
有
効
な
運
行
内
容
に

な
っ
て
ほ
し
い
。

北陸新幹線開業と新潟駅周辺整備事業

東
京
～
大
宮
の
新
幹
線
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
つ
い
て

新
潟
駅
周
辺
整
備
事
業

新
幹
線
と
在
来
線

の
乗
換
え
　

北陸新幹線ルート

北陸新幹線新型車両
写真はJR資料使用
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県
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電
に
積
極

的
に
取
組
み
、
新
潟
版
グ
リ
ー

ン
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
を
推

進
す
る
た
め
、
現
在
稼
働
中
の

新
潟
東
部
太
陽
光
発
電
所
一
号

系
列
、
二
号
系
列
及
び
現
在
建

設
中
の
三
号
系
列
に
続
き
、
企

業
局
と
し
て
四
番
目
と
な
る
北

新
潟
太
陽
光
発
電
所
を
県
競
馬

組
合
廐
舎
跡
地
（
新
潟
市
北
区

白
勢
町
）
に
建
設
す
る
。
敷
地

面
積
は
約
一
〇
・
四
ｈ
ａ
、
最

大
出
力
四
、
〇
〇
〇
ｋ
ｗ
、
年

間
発
電
電
力
量
五
九
〇
万
ｋ
ｗ

ｈ
、
建
設
工
事
費
一
五
億
九
千

七
百
万
円
、
工
事
請
負
者
三
菱

電
機
・
田
辺
工
業
特
定
共
同
企

業
体
、
売
電
先
東
北
電
力
、
営

業
運
転
開
始
平
成
二
六
年
十
二

月
予
定
、
主
な
設
備
は
、
単
結

晶
シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池
二
六
六

Ｗ
／
枚
を
二
万
三
百
五
六
枚
設

置
、
パ
ワ
コ
ン
は
五
百
Ｗ
×
八

台
。

　

電
気
の
大
口
使
用
者
へ
の
小
売
事
業
（
電
気
の
供
給

事
業
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
二
年
か
ら
参
入
規
制
が

順
次
撤
廃
さ
れ
、
地
域
の
電
力
会
社
（
東
北
電
力
、
東

京
電
力
な
ど
計
一
〇
社
を
「
一
般
電
気
事
業
者
」
と
言

う
。）
以
外
に
、
電
力
小
売
事
業
に
新
規
参
入
し
た
事

業
者
も
電
気
の
供
給
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

電
気
の
使
用
者
が
競
争
条
件
等
を
設
定
し
て
、
こ
れ
ま

で
供
給
を
受
け
て
き
た
各
地
域
の
電
力
会
社
の
ほ
か

に
、
他
の
地
域
の
電
力
会
社
や
新
規
参
入
事
業
者
か

ら
、
小
売
事
業
者
を
選
択
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
（
電
力
の
小
売
自
由
化
）。

こ
の
う
ち
、新
規
参
入
事
業
者
の
こ
と
を
「
新
電
力
（
特

定
規
模
電
気
事
業
者
）
Ｐ
Ｐ
Ｓ
」
と
呼
び
、
各
地
で
小

売
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

　

日
本
卸
電
力
取
引
所
Ｊ
Ｅ
Ｐ
Ｘ
の
動
向
に
よ
る
と
昨

年
秋
口
の
電
力
卸
の
相
場
は
一
六
円
～
一
七
円
／
ｋ
ｗ
ｈ

で
の
取
引
と
の
こ
と
。
Ｐ
Ｐ
Ｓ
新
電
力
会
社
は
、
電
力

の
調
達
と
販
売
で
成
立
つ
会
社
。
よ
り
安
定
し
た
電
力

を
安
く
調
達
し
な
る
べ
く
高
く
販
売
し
て
利
益
を
求
め

る
会
社
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
競
争
原
理
が
働
い
て
使

用
者
（
消
費
者
）
に
喜
ば
れ
る
努
力
が
必
要
。
新
潟
県

の
水
力
発
電
の
よ
う
な
電
力
は
今
の
三
～
五
割
高
く
売

れ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
次
回
よ
り
売
電
先
を
見
直
し

て
有
利
な
売
電
を
進
め
る
よ
う
県
企
業
局
に
提
案
し
た

と
こ
ろ
、
検
討
し
対
応
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

新
潟
県
で
は
昭
和
二
七
年
に
運
転
開
始
し
た
三
面
発
電
所
を

は
じ
め
各
発
電
所
で
発
電
さ
れ
た
電
力
を
東
北
電
力
に
七
・
四

六
円
／
ｋ
ｗ
ｈ
で
売
電
し
て
い
る
。
こ
の
売
電
契
約
期
間
は
平

成
二
六
年
度
に
な
っ
て
い
る
が
、
今
で
は
、
電
力
の
売
り
先
も

自
由
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
新
電
力
会
社
も
含
め
て
有
利
な

売
電
を
検
討
す
る
よ
う
県
企
業
局
に
提
案
し
た
。

北新潟太陽光発電所と水力発電所

北
新
潟
太
陽
光
発
電
所

新
潟
県
の
各
水
力
発
電
所
の
電
力
供
給
状
況

電
力
自
由
化
を
巡
る
動
向

新潟県の水力発電所の電力供給状況

水力発電　H25.12.1現在
基準電力量
（kwh） A

供給電力量
（kwh） B

達成率
（%） B/A

電力料金
（税抜・円）

全
　
体

11月までの累計実績� （ア）
前年11月までの累計実績�（イ）

（ア）−（イ）

391,007,000 441,241,442 112.8 2,958,608,002 

391,391,000 328,065,812 83.8 2,777,526,982 

−384,000 113,175,630 29.0 181,081,020 

内
　
　
　
訳

三面発電所 100,887,000 114,422,261 113.4 

売電先
 東北電力㈱

契約期間
  H26年度まで

猿田発電所 41,774,000 55,854,305 133.7 

奥三面発電所 96,280,000 105,098,833 109.2 

胎内発電所 68,354,000 70,905,043 103.7 

田川内発電所 17,930,000 22,612,800 126.1 

笠堀発電所 22,626,000 25,944,400 114.7 

刈谷田発電所 3,652,000 3,839,200 105.1 

広神発電所 4,402,000 5,945,100 135.1 

高田発電所全体 35,102,000 36,619,500 104.3 
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信
号
機
付
き
の
交
差
点
に
比
べ
事
故
が
少
な
く
安

全
と
さ
れ
、
停
電
時
も
機
能
す
る
こ
と
か
ら
一
部
自

治
体
で
導
入
の
動
き
が
進
む
。
国
土
交
通
省
に
よ
る

と
、
国
内
で
は
茨
城
、
長
野
、
愛
知
三
県
で
導
入
例

が
あ
り
、
岩
手
、
静
岡
、
滋
賀
、
な
ど
の
各
県
で
も

整
備
予
定
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
道
交
法
に
は
ラ
ウ
ン

ド
ア
バ
ウ
ト
に
関
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
が
、
平
成

二
五
年
六
月
の
法
改
正
で
初
め
て「
環
状
交
差
点
」と

定
義
。
交
差
点
に
入
ろ
う
と
す
る
車
よ
り
、
環
状
路

を
走
る
車
が
優
先
さ
れ
る
な
ど
の
ル
ー
ル
を
明
示
し

た
。
交
通
量
や
必
要
面
積
な
ど
一
部
課
題
も
あ
る
が

地
方
道
路
で
条
件
が
揃
う
交
差
点
で
は
有
効
で
あ

り
、
激
増
す
る
信
号
機
設
置
要
望
に
対
応
で
き
る
ひ

と
つ
の
方
策
に
な
っ
て
行
く
だ
ろ
う
。

■
安
全
で
安
心
な
医
療
体
制
の
堅
持
を
求
め

る
意
見
書

■
特
定
秘
密
保
護
法
に
関
す
る
意
見
書

■
消
費
税
の
軽
減
税
率
に
関
す
る
意
見
書

　主
な
内
容

○
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
基
地
病
院
等
施
設
・
設
備

整
備
事
業

○
魚
沼
基
幹
病
院
看
護
師
宿
舎
建
設
工
事
委

託
契
約

○
関
西
情
報
発
信
拠
点
設
置
準
備
費

○
原
発
稼
動
停
止
緊
急
事
業
継
続
支
援
金

○
原
発
稼
動
停
止
雇
用
継
続
等
支
援
金

○
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
資
金
貸
付
金

○
原
発
稼
動
停
止
緊
急
利
子
補
給
事
業

○
耐
震
建
物
づ
く
り
支
援
事
業

○
県
立
学
校
施
設
災
害
復
旧
費

○
Ｐ
Ｅ
Ｔ-

Ｃ
Ｔ
整
備
事
業

　
　
可
決
さ
れ
た
発
議
案

■
拉
致
事
件
の
解
決
を
求
め
る
意
見
書

■
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
予
防
接
種
化
に
関
す
る

る
意
見
書

■
難
病
患
者
へ
の
医
療
費
助
成
制
度
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
書

■
中
国
に
よ
る
防
空
識
別
圏
設
定
に
関
す
る

意
見
書

12 月定例会で可決された主な議案・その他

十
二
月
定
例
会
一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
予
算
額
六
、二
五
六
百
万
円

　

ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
と
は
、
信
号
機
の
な

い
円
形
交
差
点
の
一
種
。
走
行
す
る
際
に
一

律
の
ル
ー
ル
が
な
い「
ロ
ー
タ
リ
ー
」と
は
こ

と
な
り
、
環
状
路
で
は
時
計
回
り
に
一
方
通

行
す
る
こ
と
や
、
交
差
点
に
進
入
す
る
車
よ

り
環
状
路
を
走
る
車
が
優
先
す
る
と
い
っ
た

ル
ー
ル
が
あ
る
。
交
差
点
に
進
入
す
る
際
は

徐
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
信
号
機
付
き
交

差
点
の
よ
う
に
直
進
車
と
右
折
車
の
衝
突
も

な
い
た
め
安
全
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
る
。

何
年
か
前
に
フ
ィ
ジ
ー
に
旅
行
し
た
際
、
道

路
の
交
差
点
は
大
半
が
こ
の
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ

ウ
ト
交
差
点

で
、
信
号
機
設

置
は
ま
れ
、
今

ま
で
に
事
故
は

ほ
と
ん
ど
な
い

と
現
地
ガ
イ
ド

が
言
っ
て
い

た
。

ラウンドアバウト交差点

ラウンドアバウト交差点の概要図
交差点内は時計まわり

交
差
点
が
、
信
号
機
不
要
に


